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研究成果の概要（和文）：　本研究は、日本の進行がん患者の配偶者の闘病中から死別後までの体験を調査し，
その体験の特徴を明らかにすることである。配偶者遺族と緩和的化学療法を受ける患者の配偶者に半構造的面接
を行い，質的帰納的に分析した。
　結果、配偶者は、緩和的化学療法への期待が大きく、治療中止になって初めて、死別することと直面し、対応
を模索していた。また、日本の配偶者の特徴として、感情表出、治療中止の意思決定について困難を抱え、死別
後にも影響することが明らかとなった。看護師は、緩和的化学療法早期から患者と家族の感情表出を促し、納得
のいく意思決定ができるよう支援することの必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify the experiences of the spouses of patients with 
advanced cancer from the start of treatment of the patients until after their death. We conducted a 
semi-structural interview with the spouse of the patient undergoing palliative chemotherapy and the 
spouses of deceased patients and analyzed qualitatively inductively. 
Spouses were expecting the effects of palliative chemotherapy. After the hospital’s recommendation 
for palliative chemotherapy discontinuation, the spouses had to chagrin over having to discontinue 
palliative chemotherapy and experienced facing the unavoidable reality of bereavement. As a 
characteristic of Japanese spouses, there were difficulties in expressing emotions and making 
decisions to stop treatment. The experience before the spouse's bereavement influenced after the 
bereavement.
It is necessary for nurses to support patients and their families to express their emotions and to 
make decisions from an early stage of palliative chemotherapy.

研究分野：精神看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、緩和的化学療法を受けているがん患者の家族のゆらぎが予期悲嘆や悲嘆に影響していることが明
らかとなり、看護師が、いかに治療中に患者・家族の感情表出や意思決定、予期悲嘆の体験を支えるかが重要で
あることが示唆された。
　この研究成果は、家族の過度のストレスや精神的苦痛を与える予期悲嘆の予防、さらには祝雑性悲嘆の予防、
終末期の患者・家族理解および看護師の技術向上に向けて貴重な知見であり、医療・福祉に寄与すると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
 がん化学療法の進展に伴い終末期医療の在り方はますます重要な課題となってきており、終
末期医療における看護師の果たす役割は極めて大きい。終末期の看護は、がん患者本人のみな
らず、いずれ死別を体験する家族にも配慮したケアが必要でる。 
 これまでの研究において、家族の予期悲嘆については、複雑で多次元的、個別的であること
が示されているが、適切な理論的概念枠組みを確立するには至っていない。また、悲嘆につい
ては、幾つかのモデルが提言されているが、死別前から死別後まで多角的な視点から縦断的な
検証を行われたものはない。 
さらに、手術による切除が難しい進行・再発がんに対して緩和的化学療法が実施されている
割合が増えているが、この療法を受けるがん患者家族の死別前から死別後における悲嘆のプロ
セスの特徴や、悲嘆に影響する要因については十分に調査されていない。そのため家族の悲嘆
プロセスの心理過程を理解し、予期悲嘆の達成、悲嘆の遷延の予防に関わることが求められる。 
 
２．研究の目的 
(1)緩和的化学療法を受けたがん患者の配偶者の予期悲嘆から悲嘆までの心理反応を前方視
的・後方視的に調査することで、予期悲嘆から悲嘆までの悲嘆プロセスの全様を明らかにする。 
 
(2)治療の段階におけるがん患者の配偶者の心理を明らかにする。 
 
(3)予期悲嘆の心理的変化に影響を与えた要因を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)緩和的化学療法を受けたがん患者の配偶者遺族を対象に、後方視的に死別前から死別後にお
ける心理的過程について半構造化面接を行い、質的帰納的に分析する。 
 
(2)緩和的化学療法を受けたがん患者の配偶者を対象に、前方視的に死別前から死別後における
心理的過程について 2～6か月ごとに半構造化面接を行い、質的帰納的に分析する。 
 
４．研究成果 
(1)研究方法(1)の成果 
緩和的化学療法を受けたがん患者の配偶者遺族の
死別前から死別後の体験として、死別前に【現状維
持の期待の膨らみ】を持つ特徴があることが明らか
となった。その後、死別が免れないことを意識しだ
した配偶者は、死別後に【ひとりの悲しみの殻にこ
もる】体験のあと【ひとりでも生きていく努力】を
行っていた。しかし【現状維持の期待の膨らみ】が
持続した配偶者は、【生き続けられることへ傾倒】し、
死別後も【生きていた頃へ固執】し【平然とした日
常の装い】に至っていた。これらの結果より、配偶
者が死別前にどれだけゆらぐ思いを理解してもらい
支援されたか、治療状況や患者の状態をどれだけ理
解し介護できたかという体験が、死別後の悲嘆の緩
和に影響していることが分かった。そのため、看護
者は、死別前に配偶者が治療効果にどれだけ期待を
寄せているか把握し，支援することの重要性が示唆
された。（図１） 
 
(2)研究方法(2)の成果 
本研究では、各治療段階の配偶者の心理、および予期悲嘆に影響する要因を明らかにした。 
① 各治療段階の配偶者の心理について 
 「緩和的化学療法の効果があると感じている時期の配偶者の体験」では、配偶者は、根治治
療が難しいという説明を受けた後の抗がん剤治療に、最初のうちは＜今後の経過への不安＞を
抱いていた。しかし、徐々に治療の効果が表れ患者の状態が回復していくと、＜治療への期待
の膨らみ＞が見られるようになっていた。そして、いずれは死別が避けられないという＜置か
れた状況との直面回避＞を行い、＜普段通りに生活することを重視＞し、＜介護環境の整え＞
を行う特徴が明らかとなった。これらのことから、配偶者は、根治治療が厳しいことを認識し
ながらも、死別という現実を遠ざけてしまうことによって悲嘆を延期していることが考えられ
た。そのため、看護者は、配偶者が、抗がん剤治療を行っている状況をどのように理解し、ど
のような思いを持っているのかを把握し、状況を受け止めつつ、限られた時間を充実できるよ
うに支援する必要性が示唆された。 
 「緩和的化学療法の治療効果が望めなくなったと感じた時期の配偶者の体験」では、配偶者
は、＜治療効果が望めなくなってきた状況を認識し不安の増強＞が生じていたが、これまで順



調に行われていた治療経過から＜払拭できない希望＞を持っていた。そしてその思いが強い人
は、＜生き続けられる可能性を重視＞していたが、患者の状態や医師の態度から治療の継続に
厳しさを感じた人は、＜充実した余命を過ごすことを重視＞する傾向があった。このような状
況の中で配偶者は、＜他者との関係の中で気持ちの乱れ＞＜人間味ある看護師のケアによる癒
し＞＜余命に関する戸惑い＞の影響を受け、＜徐々に死別が免れないことの予測＞を行うよう
になっていた。配偶者は、治療の効果が望めなくなり厳しい状況を理解しつつも、払拭できな
い希望を持ちつつ、何を重視するかで気持ちが揺れており、その揺れには、これまでの治療効
果が持続しているときの期待の膨らみや他者との関係や余命の受け止め方が影響していること
が考えられた。そのため、看護者は、抗がん剤治療を受けているがん患者の配偶者が、治療の
効果が望めなくなり死別が現実的になってきた状
況において、悲しみをどのように体験しているの
かを把握し、悔いのない時間が過ごせるよう支援
を行う重要性が示唆された。 
 「緩和的化学療法中止後の配偶者の体験」では、
配偶者は、医師から治療の中止を説明され、＜緩
和化学療法の中止の無念さ＞と ＜避けられない
死別の現実との直面＞の体験をしていた。そして、
配偶者は、＜断ち切れない生存への願い＞を抱き
ながら、今後起こりうる＜終末期介護への当惑＞
をしていた。さらに、＜患者と本音で語り合えな
いもどかしさ＞を持ち、＜患者の苦しみを推量し
対応の模索＞を行っていた。日本人の特徴として、
治療が中止になって初めて、死別を現実的なもの
と捉えるとともに、患者と本音で語り合えないま
ま対応を模索することが分かった。看護師は、緩
和的化学療法早期から患者と家族の感情表出を促
し、納得のいく意思決定ができるよう支援するこ
との必要性が示唆された。（図 2） 
 
② 予期悲嘆に影響する要因について 
 「緩和的化学療法を受けるがん患者配偶者の予期悲
嘆に影響する要因」として、＜がん診断時の衝撃の大
きさ＞＜将来展望の崩れの程度＞＜がん発病を阻止で
きなかった後悔の程度＞＜病状説明に対する理解度＞
＜治療法・療養場所の選択の戸惑いの程度＞＜医療者
との意思疎通の程度＞＜患者との率直な対話の程度＞
＜他者からの気遣いの認識の程度＞＜経過の見通せな
さの程度＞＜生活にのしかかる負荷の程度＞＜死別の
現実的認識の程度＞の 11 個のカテゴリが抽出された。
看護者は、過去、現在、未来にわたる様々な要因がど
の程度配偶者の予期悲嘆の体験に影響しているのかを
把握し、意思疎通を十分図り配偶者が状況を理解して
いけるよう、また、気がかりや負担が軽減できるよう
に支援し、配偶者の心理状態が過度に不安定にならな
いようすることの重要性が示唆された。（図 3） 
 
(3)全調査のまとめ 
 本研究では、緩和的化学療法を受けるがん配偶者の死別前後の体験のプロセス、各治療時期
における心理、予期悲嘆に及ぼす影響を明らかにした。その結果、緩和的化学療法を受けてい
るがん患者の家族のゆらぎが予期悲嘆や悲嘆に影響していることが明らかとなり、看護師が、
いかに治療中に患者・家族の感情表出や意思決定、予期悲嘆の体験を支えるかが重要であるこ
とが示唆された。この研究成果は、家族の過度のストレスや精神的苦痛を与える予期悲嘆の予
防、さらには祝雑性悲嘆の予防、終末期の患者・家族理解および看護師の技術向上に向けて貴
重な知見であり、医療・福祉に寄与すると考える。 
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